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当該因子負荷量
〔Ⅳ. 神道的信仰〕
paran_e_8 お守りには力がある。 × .81
paran_c_5 お守りをもつと安心できる。 占 .75
paran_g_3 神社にお参りすれば願い事が叶う。 × .58
paran_d_7 お守りをもつと実際に願いが叶う。 占 .48

















paran_a_9 前世や来世は存在する。 未 .46
〔Ⅶ. 北枕信仰〕












Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
［因子相関］ Ⅰ .31 .50 .46 .38 .30 .26 .09
Ⅱ .29 .29 .45 .46 .24 .16
Ⅲ .40 .39 .17 .33 .13
Ⅳ .28 .35 .42 .11






paran_a_7 友だちと占いの話をよくする。 占 .81
paran_a_8 占いに夢中になっている人がいると，話したくなる。 占 .81
paran_g_4 占いの本をよく読む。 占 .73
paran_c_9 占いをしてもらうことがよくある。 × .69








paran_h_1 雑誌の占いの欄を読む。 占 .52












paran_e_5 政府は宇宙人に対する事実を隠している。 未 .64
paran_f_3 未知の怪物（ネス湖のネッシーなど）は存在する。 未 .64
paran_c_2 古代文明には宇宙人が関係している。 未 .64




paran_d_4 ナスカの地上絵は宇宙人に対するメッセージである。 × .50
〔Ⅲ. 性格占い信奉〕
paran_d_5 誕生星座によって性格が決まる。 占 .79
paran_f_6 お互いの血液型によって相性の善し悪しが決まる。 × .70
paran_e_6 人と人との相性は星座によって決まる。 × .69






















































































rel_beh_b_6 私は，自分が何か困った時に，まず神に祈る。 神 .82
rel_beh_b_10 私は，家族の誰かにお祝い事があるときには，宗教的な感謝の気持ちを表す。 神 .61





rel_beh_a_6 私は，学校生活や勉学に全力をつくそうと努力する。 世 .55
rel_beh_b_9 私は，世界の平和のために自分ができることを何かしようと思っている。 宗 .46


























平均値 標準偏差 （a） （b） （c）
〔超常現象観〕
Ⅰ. 占い信奉 2.16 de 0.65 α =.89 .46～ .72 0.08，p=.001
Ⅱ. 未知存在信奉 2.05 ef 0.64 α =.85 .52～ .71 0.08，p=.001
Ⅲ. 性格占い信奉 2.06 ef 0.74 α =.84 .66～ .69 0.09，p=.001
Ⅳ. 神道的信仰 2.72 b 0.61 α =.79 .45～ .71 0.11，p=.001
Ⅴ. 超能力信奉 1.94 f 0.69 α =.79 .58～ .68 0.13，p=.001
Ⅵ. 霊魂信仰 2.88 a 0.72 α =.78 .54～ .65 0.15，p=.001
Ⅶ. 北枕信仰 2.51 c 1.01 α =.91 .83  　　 0.18，p=.001
Ⅷ. 反科学信奉 2.22 d 0.54 α =.60 .40～ .44 0.16，p=.001
［反復測定分散分析］ F（5.54，1640.26）=100.73*，p=.001
〔宗教意識〕
Ⅰ. 信仰による効能 1.75 0.59 α =.92 .63～ .77 0.10，p=.001
Ⅱ. 信仰上の体験 1.82 0.66 α =.90 .64～ .73 0.12，p=.001
［対応のある t 検定］ t（296）=-3.08，p=.001　r=.80，p=.001
〔宗教行動〕
Ⅰ. 信仰中心的生活 1.97 0.74 α =.70 .50～ .55 0.12，p=.001
Ⅱ. 社会への貢献 2.49 0.57 α =.63 .36～ .47 0.13，p=.001












Ⅰ_ 占い信奉 .69 .05
Ⅳ_ 神道的信仰 .67 .06
Ⅲ_ 性格占い信奉 .66 .02
Ⅶ_ 北枕信仰 .49 .04
《不可視存在》
Ⅱ_ 未知存在信奉 -.06 .81
Ⅴ_ 超能力信奉 .15 .56

























































Ⅰ. 信仰による効能 .59 a .38 a





Ⅰ. 信仰による効能 Ⅱ. 信仰上の体験 Ⅰ. 信仰中心的生活 Ⅱ. 社会への貢献
［超常現象観］
Ⅰ. 占い信奉 .36 a .41 a .39 a .14 c
Ⅱ. 未知存在信奉 .26 a .33 a .21 a .11
Ⅲ. 性格占い信奉 .24 a .33 a .28 a .10
Ⅳ. 神道的信仰 .31 a .42 a .40 a .24 a
Ⅴ. 超能力信奉 .35 a .35 a .36 a .14 c
Ⅵ. 霊魂信仰 .27 a .37 a .30 a .18 b
Ⅶ. 北枕信仰 .18 b .26 a .19 a .18 b
Ⅷ. 反科学信奉 .20 a .17 b .16 b .09
N=297
a: p<.001; b: p<.01; c: p<.05



























矢印: 標準化パス係数[すべてp<.001  ] 
適合度: Χ 2 (1) =1.76, p =.185, GFI =.99; AGFI =.97; RMSEA=.05


















矢印: 標準化パス係数[すべてp<.001  ] 
適合度: Χ 2 (41) =159.61, p =.001, GFI =.92; AGFI =.87; RMSEA=.10



































































































































































（2）データの統計的解析にあたって，IBM SPSS Statistics 
version 26.0.0.1 for Windows と IBM SPSS Amos 
version 26.0.0 for Windows を利用した。
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神社 寺院 教会 布教所 その他 計
神道系 80,983 14 5,026 847 627 87,497 87,219,808 48.10 ％
仏教系 26 76,872 1,932 1,749 3,742 84,321 84,336,539 46.51 ％
キリスト教系 － 3 7,102 724 756 8,585 1,921,484 1.06 ％
諸教 65 41 17,040 16,877 1,144 35,167 7,851,545 4.33 ％
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